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2024年10月23日（水）　　　　　　　　　　　　　司会・記録: 松村　裕美
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書2024年4月分・7月分の作成・アップロードを各自進めて下さい。
・疾患別診療計画書10月分作成お願いします。プログラムカレンダーの入力お願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
・インフルエンザ予防接種について
　日時：11/11(月)、11/12(火) 13：30～14：30
　場所：4Fユーティリティ　　予約〆切：10/31(木)まで

＜利用者様情報＞
デイケア
・山下　幸子様～昨日GH管理者から今の状態ではGHを退去してもらうと言われ、計画相談に新しい施設を探すよう事前に連絡を入れられていたと報告あり。本人としては今のGH生活を継続したいと考えており、どうして自分の意見を聞かずに話を勧めようとするのかと憤っている。GH管理者からの説明を振り返ると「いろいろな所に電話を掛けて、入院したいって騒いで迷惑をかけたからって言われた。」と話しており、私が変わらないといけないんですか？と質問されている。退院の際に自分でできる事は行うよう指摘を受けていた事を振り返り、変って欲しいとは誰も言っていない事を伝える。本人は、他のGHではストレスがかかって生活が出来なくなると訴えているが、現状としてサテライト型GHでの生活でも自身の身の回りの事が出来ず生活支障が出ている状況を確認。生活への影響度を考えて他のGHの方が良いと考えた結果である事を伝えると、本人もGH管理者の言い分に納得している。今後は迷惑を掛けないと約束し、今の生活を継続する事になったと報告されている。
・森木　聡美様～来所時には「今日の外来怖かったけど頑張って来た」と話し、表情の硬さがありながらも主治医との診察に向かっている。外来後泣きながら来所し、外来診察にて主治医を怒らせてしまったと訴えている。診察の様子を振り返ると、今までの出来事を主治医へ相談しておらず、事が大きくなってから詳細を伝えた事で、落胆されたと話す。「最初から相談できていれば良かったけど、口止めされていた事と、言うと怒られると思って」「自分の言った事を信じてもらえないうえに、変な質問ばかりされるから言いたくなかった」と話す。来月からの診察が怖いと訴えながらも「先生になんて謝ればいいかな」と相談されているため、今日の診察の様子を振り返って自身で感じた事を伝え、今後は些細な事でも主治医へ相談するよう促すと納得されている。
昨日自宅で大声で泣き叫んだことでお父様から頬を叩かれたと報告があり、「その件も自分が悪かったから、生活の態度を改めて少しずつ家族との関係を修復していきたい」と話す。

ゲーム関連の仕事については諦めていないと話しているが、現在進捗があるわけではないため、今の生活に重点を置く事で了承されている。ゲームで知り合った友人に支払ったお金については、本人のゲームアカウントに入金という形でお金が戻ってきたと話されている。「話をすることでゲーム会社に迷惑が掛かる」と訴えるため、病院や家族に伝えた事がゲームにどれだけ影響しているのか考えるよう説明。しばらく考えてから「影響は無いかもしれない」と呟くため、本人が影響を受けて行動したことで周囲が振り回されている状況である事を本人と振り返っている。ゲーム会社の件は、事前に提示されていた期日を大分過ぎている事から、進展があるまでは疑って対応するよう伝えると本人も了承されており、感情的となる事無く最後まで話をする事が出来ている。
ショートケア
・下妻　康貴様～月曜日に就労移行支援施設プラーナの見学を行い、11/6から体験利用の日程を組まれた事に不満を訴えている。見学の様子として、カリキュラムが難しく施設の雰囲気も本人には負担であったと話す。1日の見学だけでも気分の落ち込みがあり、今後の体験利用も本人としては消極的だが、施設から計画相談 安田様へ連絡が入っており、既に週間スケジュールとしてプラーナ利用を組み込まれた計画書を作成された事にも不満を漏らしている。現在の生活では金銭的に困窮しており、仕事をしたいとは考えているが、合わない環境ではストレスとなりうつ状態となってしまうため今後について不安があると訴える。また、B型就労を辞めた後にも安田様が関わってくることにも不満があると訴える為、計画相談の役割について説明することで納得されている。見学の結果および本人の不安について安田様へ伝えるよう説明し、意見を伝えないことでの不具合について話し合い相談を促している。
・内城　由加利様～10月4日頃に友人から死にたいという内容のLINEを受けてから不安感・イライラが出現し、頓服を使用しても落ち着かない状態が持続。臨時で罹りつけのつくしが丘病院を受診し筋注実施していたが、イライラが収まらない状態は持続していたとの事。夜間の睡眠不安定もあり、薬剤調整目的にて11月7日につくしが丘病院へ2週間の予定で入院する事になったと報告あり。入院と同時にデイケア利用中止となる事は納得されているが、退院後の利用については今まで来所出来なかったこともあり落ち着いてから利用再開したいと考えていると話す。落ち着くまでの日中活動場所について相談受けているため、生活支援センター青明舎の登録を促すと、自身で電話番号を調べて連絡をとっている。
デイナイトケア

・繁名　和恵様～来所時より独語している。スタッフに聞こえてきた内容について話し掛けあるが「本当のことです。幻聴じゃない！」と易怒的になる様子あり。10時「幻聴がうるさいので薬飲ませてください。」との事でリスペリドン内用液1ml１P服用している。幻聴の訴えあり静養室1時間程度使用し休養している。その後は、独語している様子は継続しているが、不調の訴え無くプログラムに参加する事が出来ている。
・堀切川 秀子様～特定の女性利用者様の話し掛けに応じているが、会話がかみ合わない事や相手がやや声が大きくなった事を被害的に捉える様子あり。「私は喧嘩したくないのに、あの人が大きい声出してきて喧嘩を吹っかけてくる。」等の発言あり。喧嘩しようとしている訳ではない事伝えるが「あの人の近くにいると心臓に悪い。」等聞き入れ不良。距離を取って過ごすよう伝えるが「じゃあどこにいたらいいんですか？」「どこの席に座ったらいいんですか？」と話しており、どの席に座ってもいいこと伝えるがその場に立ち尽くしているため、一時的に座る席を指定し誘導すると落ち着いている。その後も、「机の準備はしなくていいんですか？」等スタッフへ質問しておりやや話し掛け頻回である。
